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１．受 験 要 領 

 
（１） 出願資格 

★次の①と②をいずれも満たす者。 

①早稲田大学大学院法務研究科で法務博士（専門職）の学位を取得した者および 

2021 年 3月法務博士（専門職）の学位を取得見込みの者。 

②ＧＰＡ２．６以上の者。 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

（２） 募集人員 

民事法学専攻 若干名 

公法学専攻 若干名 

 
（３） 出願期間     
ה 20 20 11 23 11 27 β ה  

ה 20 20 11 23 11 27 β ה  

 

E- mail: gradlaw@list.waseda.jp  

 

（４） 出願先・出願方法 

 封筒は各自用意し，所定の出願書類を封入のうえ「出願書類提出用宛名ラベル」を貼付けて，必ず₈

₉で送付してください。 

宛先： 〒169-8050 東京都新宿区西早稲田1－6－1 

早稲田大学 大学院法学研究科 入試係 

Graduate School of Law, Waseda University 

1-6-1 Nishi-Waseda, Shinjuku-ku Tokyo 169-8050, Japan 

※国内出願の場 外出願の場合は国際スピード郵便 

(EMS)、DHL等で送付してください。 

 

  

 

【ＧＰＡ計算方法】 

4× 「A+ 」の修得単位数＋3× 「A」の修得単位数＋2× 「B」の修得単位数＋1× 「C」の修得単位数 

総履修登録単位数 

※総履修登録単位数には、不合格になった単位数も含みます。 
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（５） 入学検定料  25 ,000 円 

    20 20 11 16  ( )   11 27  ( )   

 

 

 

 

 

OECD/DAC ODA Least Developed Countries Other Low Income Countries

 

(http://www.waseda.jp/inst/admission/news/)  

 

 

 

https://e - shiharai.net/  

 No.2

 

24 Web  

23 00 23:30  

 

 

e- shiharai.net  

  

  

  

   25,000  
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（６） 出願書類 

 No.1 

[ ] 

 

■縦4cm×横3cmの証明写真 

出願前３ケ月以内に撮影したカラー写真（上半身・正面・無帽・無背景・枠なし） 

■マフラーやサングラスなどを着用したままで撮影された写真は受け付けません。 

■スナップ写真等の不鮮明な写真や、髪型の違い等により個人の判別・本人確認が困難な写真は受け付け

ません。 

■証明写真ボックスで撮影されたスピード写真は受け付けますが、家庭等で撮影された写真は受け付けま

せん。 

■裏面に氏名を記入のうえ、所定欄に全面糊付けしてください。 

■提出された写真は、試験当日の本人確認や、入学後の学生証の写真として使用しますので、本人を判別

できるような写真を用意してください。また、学内諸手続における本人確認、および学内の各種Webサ

ービス等に本人情報として登録しますので、予めご了承ください。 

 No.2 
[ ] 

 

 

 ( ) GPA  

  

  (  

( )  

No.1  

 

 

学士課程を経ずに早稲田大学大学院

法務研究科を修了（修了見込の）方は、その旨を記したメモを同封してください。当該事実に関する証明書が

発行可能な場合、そちらも同封してください。 

 

 

 

 

 

 

 

【中国の大学を卒業（修了）された方は以下の手続きも必要です】 

・CHSI（中国高等教育学生信息网）が発行する、英文の「Online Verification Report」を CHESICC から法学研

究科事務所（gradlaw@list.waseda.jp）へメールで直送されるよう手配してください（詳細については CHESICC

の Web サイト（https://www.chsi.com.cn/en/pvr/）をご確認ください）。 

・必ず出願期間締切日までに本学へ「学歴認証報告書（英文版）」が届くよう、余裕を持って準備してください。 

・CHESICC から直接メールで届く「学歴認証報告書（英文版）」のみ有効とします。 

 

[ ] 

2  

 

 3  

20,000  

 

 

 

 

[ ] 

 

3

 

 

Government/sponsoring agency

 

 

 

 

 

  

 

mailto:gradlaw@list.waseda.jp
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/

 

 

 

 

 

[ ] 

 

 

 

 

[ ] 

 

  [ ]  

   

 

   

   

 

 

 

（７） 受験票の送付 

E- mail: gradlaw@list.waseda.jp

 

 

（８） 選考方法       提出論文（リサーチペーパー）審査および口述試験 

 

（９） 試験期日および合格者発表日時 

試  験  日 合格者発表日時 

２０２０年１２月１２日(土) 

または１２月１９日（土） 
２０２１年１月２１日（木）10:00 

        ※試験の日時は、上記のうちのいずれか１日を当研究科が指定し，個別に連絡します。 

 

（１０） 試 験 場     ◐ꜗfiⱤ☻ ╕√│○fiꜝ▬fi 
 

 

 

  ※試験日をお知らせする際に，実施方法や会場もご連絡します。 

  ※指定された時間の 10 分前までに指定の URL にアクセス、または 8号館 1階法学研究科事務所 

にお越しください。 

※必ず，受験票をご持参ください。 
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（１１） 合格者発表場所    

◐ꜗfiⱤ☻  ⅔╟┘ 

WEBⱭכ☺ http://www.waseda.jp/folaw/glaw/  

  ※合否結果を郵送で希望する場合は，返信用封筒（定形）に郵便番号・住所・氏名を明記のうえ，

返信用切手（送付先が海外の場合は国際返信切手券）を添えて，出願書類に同封してお申し込

みください。 

※電話による合否に関する問い合わせには応じません。 

 

（１２） 「不正行為」に関する注意事項 

早稲田大学では、入学試験を厳正に実施し、全ての受験者が公平・公正に受験できるよう、以下の注意事項を

定めています。 

当学入学試験の受験に際しては、この注意事項を熟読のうえ、真剣な態度で試験に臨んでください。 

１．出願の際に当学に提出した書類・資料、提供した情報等に偽造・虚偽記載・剽窃等があった場合は、不正行

為となることがあります。 

２．次のことをすると不正行為となることがあります。 

① カンニングをすること（試験時間中にカンニングペーパー・参考書等を隠し持つ・使用する、他の受験者

の答案等を見る、他の人から答えを教わるなど）。 

② 筆記試験において、使用を認められていない物品を使用すること。 

③ 筆記試験において、「試験開始です。」の指示の前に、問題冊子・解答用紙に触れること（冊子を開く、解

答を始める、裏面・余白などに書き込みを行うなど）。 

④ 筆記試験において、「試験終了です。筆記用具を置き、解答用紙を裏返しにしてください。」の指示に従わ

ず、筆記用具を持っていたり解答を続けたりすること。 

⑤ 試験時間中に、答えを教えるなど他の受験者を利するような行為をすること。 

⑥ 試験時間中に携帯電話等を身に付けること、使用すること。 

⑦ 試験時間中に携帯電話や時計等の音（着信・アラーム・振動音など）を鳴らすこと。 

⑧ 試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。 

⑨ 試験場において試験監督員等の指示に従わないこと。 

⑩ 志願者以外のものが志願者本人になりすまして試験を受けること。 

⑪ その他、試験の公平性を損なう行為をすること。 

３．不正行為の疑いがある場合、次のような対応をとることがあります。 

・試験監督員等が注意をする、または事情を聴くこと。 

・別室での受験を求めること。 

４．不正行為と認められた場合、次のような対応をとることがあります。 

・当該年度における当学の全ての入学試験の受験を認めないこと（入学検定料は返還しない）。 

・当該年度における当学の全ての入学試験の結果を無効とすること。 
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（１３） 早稲田大学入学試験実施に際して 

早稲田大学では、入学試験の実施に際し、以下のような対応をとることがあります。あらかじめご了承ください。 

◆ 受験環境について 

可能な限り公平・静粛な受験環境の確保に努めますが、やむを得ず以下のような対応をとることがあります。 

① 生活騒音（航空機・自動車・風雨・空調の音、周囲の受験者の咳・くしゃみ・鼻をすする音、携帯電話等の鳴動など）が

発生した場合でも、原則として特別な措置は行いません。 

② 試験中に携帯電話や時計などの音・振動などが発生し、発生源のかばんなどが特定できた場合、持ち主の同意なく監督員

が試験場外に持ち出し、試験本部で保管すること、あるいはかばんの中から携帯電話・時計等を取り出し鳴動停止の操作

をすることがあります。 

③ 隣席の受験者の手洗いや、体調不良による入退室のため、試験監督員の指示により席を立っていただくことがあります。 

④ 机、椅子、空調、音響設備等の試験教室による違いは一切考慮しません。 

⑤ 他の受験者が迷惑と感じる行為がある場合、別室受験を求めることがあります。 

◆ 不可抗力による事故等について 

台風、地震、洪水、津波等の自然災害または火災、停電、その他不可抗力による事故等や交通機関の乱れが発生した場合、

試験開始時刻の繰下げ、試験の延期等の対応措置をとることがあります。ただし、それに伴う受験者の不便、費用、その他の

個人的損害については何ら責任を負いません。 

◆ 病気 

 試験当日は救護所に看護師が待機しています。試験中に病気などで受験に耐えられなくなった場合には、その旨を試験監督

員に申し出てください。ただし、診察等に時間がかかった場合でも、試験時間の延長は認めません。 

※学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症（新型コロナウィルス感染症、インフルエンザ、麻疹、風疹等）に罹

患し治癒していない場合、他の受験生や監督員等への感染の恐れがあるため、受験をご遠慮ください（在宅でのオンラインに

よる口述試験についてはこの限りではありません）。また受験をご遠慮するなどで欠席した場合でも、追試験の実施や入学検定

料の返還は行いません。 

◆ 遺失物 

 物品を紛失した場合は、各試験場の監督員または係員に申し出てください。また、翌日以降は法学研究科事務所（EMAIL: 

gradlaw@list.waseda.jp）まで問い合わせてください。なお、入試当日の遺失物については、法学研究科事務所で 3 か月間保

管し、その後処分いたします。 

◆ 付添者について 

 試験当日、受験者以外の方は試験会場に入れません。 

 

（１４） 出願書類および検定料の返還について 

一度受理した書類およびお支払いいただいた入学検定料は、原則として返還いたしません。ただし、下記のケー

スに該当する場合は、入学検定料に限り全額または超過分を返還いたします。該当する方は早稲田大学法学研究

科（EMAIL: gradlaw@list.waseda.jp）までご連絡ください。 

  １）入学検定料を所定額より多く支払った。 

  ２）入学検定料を支払ったが、出願書類は提出しなかった。 

  ３）入学検定料を支払ったが、出願締切後に出願書類を提出した。 

  ４）入学検定料を支払い、出願書類を提出したが、出願書類の不備や出願資格を満たしていない等の理由に

より、出願が受理されなかった。 

なお、クレジットカードにより入学検定料を納入された場合や、日本国外の金融機関口座へ入学検定料を返還

する場合、返還に伴い発生する手数料等は志願者の負担となります。 
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２．入 学 手 続 

 

（１）     

 下記の期間内に入学手続料（入学金・学費・諸会費）の納入と入学手続書類提出の両方を完了することにより、

入学手続が完了します。 

    20 20 2  

  ※  

  2

 

 

 

 

（２） ⌐ ⌂  

   a. 「誓約書・保証書」兼「 個人情報の取扱いに関する同意書」 

   b. 研究倫理に関する誓約書 

c. 入学手続用紙 

   d. 預金口座振替依頼書・自動払込利用申込書 

   e. 学生証用写真カード 

   f. 在留資格認定証明書申請書類（※外国籍の方のうち、国外出願者のみ） 

   g. 学費等振込領収証のコピー（入学手続料振込の証明） 

h. 「住民票記載事項証明書」または「住民票」（外国籍の方は「住民票」） 

   i. 出身大学・研究科の卒業（修了）証明書/学位取得証明書（※出願時に卒業・修了見込であった者のみ） 

   j. 出身大学・研究科の成績証明書（※出願時に卒業・修了見込であった者のみ） 

 

β ⌐≈™≡ 

当学へ入学を許可された外国籍学生は、在留資格「留学」を取得することができます。日本に入国するため在

留資格を申請するには、まず日本国内の法務省入国管理局に「在留資格認定証明書」を申請する必要があります。

早稲田大学では入学手続を完了した国外出願の外国籍学生に限り、本人に代わって入国管理局に「在留資格認定

証明書」の代理申請を行います。代理申請後、「在留資格認定証明書」が入国管理局より早稲田大学に交付され

ましたら、早稲田大学から申請者に郵送いたします。「在留資格認定証明書」を受け取った後は、パスポートと

ともに日本大使館、領事館で「留学」ビザ（査証）を申請してください。「在留資格認定証明書」の交付には 1

～2ヶ月の時間を要しますので、入学手続時に、必要書類を当研究科まで送付してください。 
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 （３） 手続に必要な学費等 

2021年度 入学金・学費・諸会費            単位（円）    

 
  

           

  
 

   

 

 

 
200,000 224,000 1,500 1,500 1,000 1,250 429,250 

  224,000 1,500 1,500 1,000 1,250 229,250 

 200,000 448,000 3,000 3,000 2,000 2,500 658,500 

2

 

  324,000 1,500 1,500 1,000 1,250 329,250 

  324,000 1,500 1,500 1,000 1,250 329,250 

  648,000 3,000 3,000 2,000 2,500 658,500 

 

  324,000 1,500 1,500 1,000 1,250 329,250 

  324,000 1,500 1,500 1,000 1,250 329,250 

  648,000 3,000 3,000 2,000 2,500 658,500 
 

 1   

       

      2   

          

      3   

 

 一度提出した書類および納入した入学金（登録料）、学費・諸会費（春学期分）は、原則として返還しません。ただし、や

むを得ない事情により入学を辞退する場合や、入学までに入学資格を満たさなかった場合には、学費・諸会費（春学期

分）のみ返還の対象となります。手続方法等、詳細については、合格者に送付される「入学手続の手引き」をご参照くださ

い。 

 

※当研究科と、他研究科や他学部とに、正規学生の身分で重複して在籍することはできません。 
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（１）     

大学院博士後期課程に3年以上在学し、所要の研究指導を受けた上、博士論文の審査および試験に合格すること

が必要になります。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者について法学研究科運営委員会が

認めた場合に限り、大学院博士課程に3年 (修士課程に2年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該

課程における2年の在学期間を含む)以上在学すれば足りるものとします。 

なお、法学研究科博士後期課程では修了に必要な単位は定めていません。 

 

（２） ⌐╟╢  

博士後期課程在学中 (在学期間は6年を超えることができない) に、博士論文の審査および試験に合格した場合

には、博士後期課程修了となり、博士 (法学) の学位を取得することができます。 

また、博士論文を提出しないで退学した者のうち、博士後期課程に3年以上在学しかつ必要な研究指導を受けた

者は、退学した日から起算して3年以内に限り、法学研究科運営委員会の許可を経て博士論文を提出し、審査に合

格した場合にも、課程による博士学位取得となります。 

 

 

〈博士論文審査日程〉 

                誓約書提出（入学手続時） 

   １年次 ４月       研究倫理教育受講 

 ７月       博士論文計画報告会 

１月       外国語能力試験 

       ３月       博士論文計画書提出 

   ２年次１２月       博士論文中間報告審査会 

   ３年次１０月       博士論文提出および博士学位資格審査委員会による資格審査 

      １１月法研委員会  受理・審査委員会設置 

                  ↓ 

                 審 査 

                  ↓ 

       １月上旬     最終口頭試問（公開発表） 

２月中旬     審査報告書提出  ※３月法研委員会２週間前まで 

       ３月法研委員会  学位授与決定 

 

〈研究倫理教育受講〉 

 本学では、論文執筆のプロセスにおいて守るべきルールの再確認を行うため、研究倫理教育の受講が必須とな

り、これを受講しない限り、博士論文の提出ができません。詳細は入学後、受講に関するアンケートをお送りし

ます。 
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〈外国語能力試験〉 

 博士論文の執筆に当たっては、当該研究テーマに関する海外での研究動向、蓄積を探索し、これを踏まえて論

述することが要請されます。博士論文執筆者のこの能力を確認し、博士課程在学者の語学能力の向上と、博士論

文のクオリティの向上を図ることを狙いとして、外国語能力試験を実施します。 

 この試験は外国語１か国語（英・仏・独・露・中国語）について行うものですが、留学生については、日本語

も認めます。また、日本法史学の受験者は古文書読解を含める場合があります。 

博士論文の提出は、本試験に合格することを条件としており、博士論文提出年限までに本試験に合格すること

を要します。本試験は、毎年1月に実施（予定）し、合格するまで受験することができます。 

 

（３） ─╖╩ ⇔≡─  

博士後期課程に3年以上在学し、かつ必要な研究指導を受けた者は、博士論文以外の修了要件は満たしたとし、「研

究指導終了」として取り扱います。また、上記（２）の通り、退学した日から起算して3年以内に限り、法学研究

科運営委員会の許可を経て博士論文を提出し、審査に合格した場合には、課程による博士学位取得となります。

ただし、論文提出に先立って〈博士論文審査日程〉で示されている全てのステップを通過している必要がありま

す。
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ה  

（１）  

ₒ ₓ 

民 法 研 究 指 導       教  授                   棚 村 政 行 

民 法 研 究 指 導       教  授                   山野目 章 夫 

民 法 研 究 指 導       教  授                   大 塚   直 

民 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）早大        後 藤 巻 則 

民 法 研 究 指 導       教  授                   山 口 斉 昭 

民 法 研 究 指 導       教  授                   三 枝 健 治 

民 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）早大        大 場 浩 之 

民 法 研 究 指 導       教  授                   鎌 野 邦 樹 

民 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）早大        白 石   大 

民 法 研 究 指 導       教 授   博士（法学）早大        山 城 一 真 

民 法 研 究 指 導       教 授   博士（法学）早大        大澤 慎 太 郎 

民 法 研 究 指 導       准 教 授   博士（法学）早大        橋 本 有 生 

民 法 研 究 指 導       教  授                   秋 山 靖 浩 

商 法 研 究 指 導       教  授                   尾 崎 安 央 

商 法 研 究 指 導       教  授                   鳥 山 恭 一 

商 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）早大        箱 井 崇 史 

商 法 研 究 指 導       教  授                   黒 沼 悦 郎 

商 法 研 究 指 導       教  授                   福 島 洋 尚 

商 法 研 究 指 導       教  授                   岩 原 紳 作 

商 法 研 究 指 導       教  授                   大 塚 英 明 

商 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）早大        若 林 泰 伸 

民 事訴訟 法研究 指導       教  授   博士（法学）早大        勅使川原 和彦 

民 事訴訟 法研究 指導       教  授   博士（法学）早大        松 村 和 徳 

民 事訴訟 法研究 指導       教  授   博士（法学）東北大       菅 原 郁 夫 

民 事訴訟 法研究 指導       教  授   博士（法学）大阪市立大     高 田 昌 宏 

倒 産処理 法研究 指導       教  授                   山 本   研 

労 働 法 研 究 指 導       教  授                   島 田 陽 一 

労 働 法 研 究 指 導       教  授                   竹 内   寿 

労 働 法 研 究 指 導       教  授                   大 木 正 俊 

社 会保障 法研究 指導       教  授   博士（法学）北大        菊 池 馨 実 

知的財産権法研究指導       教  授                   高 林   龍 

知的財産権法研究指導       教  授                   上 野 達 弘 

知的財産権法研究指導       准 教 授   博士（法学）ジーゲン大     ラーデマッハ クリストフ 

環 境 法 研 究 指 導       教  授                   大 塚   直 

経 済 法 研 究 指 導       教  授                   土 田 和 博 

経 済 法 研 究 指 導       教  授                   岡 田 外司博 

国 際取引 法研究 指導       教  授                   須 網 隆 夫 

法 社 会 学 研 究 指 導       教  授                   楜 澤 能 生 
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ロ ー マ 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）早大        原 田 俊 彦 

ₒ ₓ 

憲 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）早大        水 島 朝 穂 

憲 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）早大        中 島   徹 

憲 法 研 究 指 導       准 教 授                   金 澤   孝 

憲 法 研 究 指 導       教  授                   長谷部 恭男 

憲 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）早大        愛 敬 浩 二 

行 政 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）早大        岡 田 正 則 

行 政 法 研 究 指 導       教  授                   田 村 達 久 

行 政 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）京大        渡 辺 徹 也 

行 政 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）早大        人 見   剛 

刑 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）早大        松 原 芳 博 

刑 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）広島大       甲 斐 克 則 

刑 法 研 究 指 導       教  授    博士（法学）立大        松 澤   伸 

刑 法 研 究 指 導       教  授                   杉 本 一 敏

刑 法 研 究 指 導       教  授                   北川 佳世子 

刑 法 研 究 指 導       教  授                   田 山 聡 美 

刑 事訴訟 法研究 指導       教  授                   小 川 佳 樹 

刑 事 政 策 研 究 指 導       教  授                   小 西 暁 和 

国 際 法 研 究 指 導       教  授                   古 谷 修 一 

国 際 法 研 究 指 導       教  授   博士（法学）早大        萬 歳 寛 之 

国 際関係 論研究 指導       教  授                   河 野 真理子 

法哲学・法思想史研究指導            教  授     郭     舜 

日 本法史 学研究 指導       教  授                   和 仁 か や 

英 米 法 研 究 指 導       教  授        宮 川 成 雄 

フ ランス 法研究 指導       教 授   博士（法学）早大        大 橋 麻 也 

ロシア・東中欧法研究指導            教 授                           渋谷  謙次郎 

中 国 法 研 究 指 導       准 教 授   博士（法学）早大        文   元 春 

 

 

（２） ⅛╠─ⱷ♇☿כ☺ 

WEBⱭכ☺╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

https://www.waseda.jp/folaw/glaw/applicants/message/ 

https://www.waseda.jp/folaw/glaw/applicants/message/
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 2020 2021  

詳細については、入学手続時に配付する2021年度版「奨学金情報Challenge」を参照してください。 

（外国人留学生の方は留学センター発行の2021年度版「留学生ハンドブック」を参照してください） 

  

          

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●   
  

 
 50,000  
88,000     

  
 

 80,000  
122,000     

●   
  

 
50,000  
80,000  

100,000     
130,000  
150,000  

 

 

 

 

学生 

 

 

 

団体によって奨学金額・出願資格が異なります。 

（詳細は、入学手続時に配付する「奨学金情報 Challenge」参照） 

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  400,000  1 2  

（学業成績・人物） 

 

 

 

 

 

 

 

  400,000  
 

1 2  

（学業成績・家計状況・人物） 

 

 

  400,000  

2021   

4 1

30  

 

 

30  

ます。（詳細は、入学手続時に配付する「奨学金情報 Challenge」参照） 

 

※奨学金制度の他に、国のローン制度や民間金融機関との当学提携学費ローン制度があります。詳しくは、当学

奨学課ホームページをご確認ください。 

＜早稲田大学奨学課ホームページ＞ 

https://www.waseda.jp/inst/scholarship/ 

 

https://www.waseda.jp/inst/scholarship/
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₄ ◐ꜗfiⱤ☻  ₅ 
http://www.waseda.jp/top/access  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年10月 

早稲田大学大学院 

法学研究科 TEL 03 -3232-3924 

〒169-8050 東京都新宿区西早稲田1－6－1 

https://www.waseda.jp/folaw/glaw/  

gradlaw@list.wase da.jp  

 

₄     ₅ 

◐ꜗfiⱤ☻  

Ｊ Ｒ 山 手 線 

｝ 高田馬場駅（徒歩 20 分） 
西 武 新 宿 線 

東京ﾒﾄﾛ東西線  早稲田駅（徒歩 5 分） 

都バス(学 02)  高田馬場ʄ早大正門（徒歩 0 分） 

都バス(早 77)  新宿駅西口ʄ早稲田（早大正門下車／徒歩 1 分）  

都バス(早 81)  渋谷駅ʄ早大正門（徒歩 0 分）（循環） 

都バス(上 69)  上野広小路ʄ早稲田（徒歩 2 分）（循環） 

都 電 荒 川 線  三ノ輪橋ʄ早稲田（徒歩 5 分） 

   

 

 

 


